
和歌山県では、シカやイノシシなど野生獣類の捕獲数は増加していますが、鳥獣による被害
が毎年３億円を超えるなど高止まりの状況です。
今回、野生獣類の「エサ」問題、里山など「生息環境」の変化についての研究成果等から、

なぜ近年獣害が起こるようになったのか考察します。また、被害対策に関する研究を紹介し、
今後、皆さんが野生獣類とどのように共存していけば良いのかを考えるきっかけになればと思
います。

開催日時:令和３年1月 30日（土）13時30分～15時30分まで（受付開始13時）
会 場:上富田文化会館 小ホール

（西牟婁郡上富田町朝来758－1）
募集定員:35名（先着順）
応募締切:令和３年1月 2５日（ただし、定員に達した場合募集を締め切ります）
申込み先:農林大学校林業研修部

TEL:0739－47－4141
お電話にて直接お申し込みください。受付時間 平日9時～17時

～新型コロナウイルス感染症の拡大防止について～
・受付時の検温、手指の消毒、マスクの着用、座席間隔の確保にご協力ください。
・当日、体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。
・新型コロナウイルス感染症の感染状況により、開催を中止する場合があります。

その他、詳しい情報は和歌山県農林大学校ホームページをご覧ください
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg
/nourindaigaku/ringyoukenshuubu_index.html

和歌山県農林大学校林業研修部
公開講座のご案内

和歌山県農林大学校

講師:和歌山県林業試験場 主任研究員 法眼利幸

森林防護柵を破壊し、柵内に侵入するイノシシシカに萌芽を食べられて、
循環利用が途絶えたウバメガシ林

【講座の内容】

【日程・会場等】

なぜ獣害は起こるのか？
和歌山県農林大学校林業研修部公開講座

講師:和歌山県林業試験場 主任研究員 法眼利幸
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